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団体からの寄稿文

島田フレンドサークル

島田朗読の会

島田宿蓬莱太鼓

歩会

50周年記念誌発刊おめで
とうございます。1995年春、
引っ越して来たのを機会に、
六合地区にスクエアダンスを
広めたいと、旧公民館に館

長さんを訪ねたことを思い出します。
音楽好き、運動好き、おしゃべり好き等、様々な目的で集ま

り、会員の増減はありましたが、男性も加え、毎週25人程で
楽しく踊っています。今はコロナ禍で出来ませんが、たまには
コスチュームを着て、非日常の
時間も楽しみます。当初からのメ
ンバーも多く、歳を重ねても、元
気で笑顔を忘れず、踊っていた
いね! と話しています。

30年近く前、本好きや朗
読好きが集まって結成された
「島田朗読の会」。好きな
作品を自分たちだけで朗読す
るのではなく、多くの人にも

感動してもらいたいと思うようになり、より豊かに表現できるよ
うに練習を重ね、皆さんの前で発表もするようになりました。

初めの頃は、プラザおおるりや学習センターなど、あちこ
ちを借りて練習や公演をしてきました。10年くらい前から、練
習、公演場所共に、ロクティを借りるようになり、今に至って
おります。今は、練習を毎月第2土曜日にロクティで行いなが
ら、学校や老人会など、招かれた所で公演もしています。朗
読の演目は「各地の民話」「小泉八雲の怪談」「文学作品」「会
員の朗読したい作品」などです。また、戦争を風化させないよ
う、伝え続けなくてはという思いから、扇町への模擬原爆によ
る空襲の被害者の証言を基に作成した「ムクの大木の下で」
を、中学校などで聞いていただいています。

和太鼓大好き!そんな仲間
が集まり、平成13年12月に
グループを発足。平成14年
5月に蓬莱橋ぼんぼん祭りで
デビューし、地域のお祭りや
湖州市友好都市提携15周年

祝賀にも出演させていただいたり、リッチモンド市民との交流会
にも参加させてもらい、とても良い経験をしました。体全体に
響く振動、力強さや明るさなど和太鼓は人を引きつけるものが
あります。人と人のつながりをこれからも楽しく続けていきたい
と思います。

練習
・六合小多目的ホール・毎週木曜日（月4回）
・午後7:00～8:30分・小学生～（男女）
  興味があったら練習見に来て下さい。

今までの活動
・市のイベント（マラソン大会他）
・地区のイベント（六合祭り他）
・介護施設のイベント（夏祭り他）
・六合小太鼓クラブ指導

奏でる喜び
私達歩会は琴伝流大正琴

のグループです。1ヶ月に2
回ロクティで練習をしていま
す。秋には、市の文化祭、

六合の文化祭で、毎年発表しています。毎回の練習は琴の練
習も楽しみですが、皆で色々な話が出来るのも楽しみです。音
楽にのり、手と頭を使いボケ防止にもなります、グループの仲
間が心を一つにして、楽しく色々な曲を弾く事が出来る事に喜
びを感じて居ます。
これからも大正琴の甘美な音色に魅せられ「継続は力なり」

の言葉を信じ、青春の心意気で楽しく、仲間達と励んでいき
たいと思います。大正琴に興味のある方、いつでもどうぞ、
待っています。50周年おめでとうございます。六合のコミュニ
ティ活動が益々発展しますよう心から願っております。

大井 加代子代 表

久保田 ふじ恵代 表

松 浦 清 子代 表

杉 本 秋 江代 表
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団体からの寄稿文

六合囲碁クラブ

六合市民学級

六合子どもチャレンジクラブ

六合高齢者学級

当クラブは六合公民館の
2階和室で　原則毎月 日
曜日午後1時から5時まで
練習試合に励んでいます。
会費は無料です。対外試

合のような事はありません。一応　段　級を付けてはいますが　
正式なものではありません。皆それぞれにハンディを付けて楽
しく試合を楽しんでおります。勝ち負けに　こだわらず　共にひ
と時を楽しみ知力を磨く　人との交わりを持つことが大事と考
えております。　
初めて碁を習いたい方にも対応させていただきます。興味を

お持ちの方は見学がてら何時でも遊びに来て下さい。小学生
以上年齢性別関係なくお越しを願っております。みなさまの御
参加をお待ちしております。

　市の生涯学習推進事業の
一環として「自発的な意欲に
基づいた学習の場を通して、
豊かな人間性を培い、地域
の人々との交流を深め、快

適な地域づくりを推進する」ことを目的に、市内5地区で開設さ
れている市民学級の一つとして、私たち六合市民学級は活動
しています。市民学級の歴史も、コミュニティの歴史と同じ位
の歴史があり、婦人学級→女性学級→市民学級と名称を変え
てきましたが、その歴史と共に何十年と在籍し、まさしく生涯
学習として学んでいる学級生も沢山います。また、学習を始め
たばかりの学級生もいます。　
　そんな60人位の仲間たちが和気あいあいと集まり、4月から
翌3月まで、月1回程度の学習を自分達で計画し、色々な方法
で、身近な生活・社会や地域の課題などについて楽しく学ん
でいます。また、その学習の成果を、六合夏祭りや文化祭、
市の「生涯学習大会フェスタしまだ」等で発表しています。楽し
く学んだ「楽習」を通して得た多くの事を、家族、そして地域
の皆様に少しでも還元できたらと思っています。

地域の子ども達の健全な
余暇活動を支援するため、
県教職員退職互助部の会員
を中心にボランティア活動と
して平成5年度に「学校5日

制講座」として始まり、その後六合コミュニティの役員経験者や
地域に住み公民館で大人のクラブを行っている多くの方々のご
理解とご協力を得、名前も「六合子どもチャレンジクラブ」とし
て、学校・家庭・公民館が一体となって推進し活動していま
す。毎月最後の土曜日に行っている定例講座には、六合小・
六東小の3年生から6年生の子ども達が、例年百名前後参加
し活動しています。

他に、特別講座として「サマーキャンプ」「映画教室」六合コ
ミュニティ委員会の協力を得ての「ホタルの鑑賞会」「マス釣り
大会」、島田工業高校生の協力を得ての「親子工作」なども実
施しています。今後も、“地域の子どもは地域で健全に育てる”
という思いのもと、小さな実践として続けて行きたいと思いま
す。

六合高齢者学級についてご案内
　ここには6つのサークルが有りま
す。それぞれに明るく楽しくをモットー
に活動しています。
健康スポーツ部は伊藤玲子先生にご
指導いただき、身体能力向上や頭の
働きを良くする為の運動を無理なくそ
れぞれの体力に合ったやり方で様々な

工夫を取り入れてやって頂いて居ります。伊藤先生のユニークな会話が誠に楽し
く愉快で笑いが絶えません。是非一度来てみて下さい。
手芸部は宮崎節子先生のご指導の元毎回一個ずつの作品を仕上げておりま
す。教材はあらかじめ先生が用意して下さっていますので、ほぼ時間内に素晴ら
しい作品を仕上げて居ります。初めての方でも充分ついて行けますので是非参
加をお薦めします。
生花部は鈴木久美子先生を中心にその都度季節の草花を用意して素材の使い
方　姿　形の整え方を教えてくださいます。修練によって草花の特徴を上手に引
き出す工夫が培われていく事でしょう。どうぞお気軽にご参加をお願いします。
演芸部は現在講師は不在ですが過去大石君代先生に教えられた舞踊を皆で思
い出しながら復習して居ります。舞踊は原則一定の動作の繰り返しなので初めて
の方でも繰り返し練習することで楽しく踊れるようになります。
リズム体操部は小池幸子先生のご指導でリズムに乗り体を動かす素晴らしい運動
だと思います。日頃の運動不足がこれで楽しく解消されるでしょう。お気軽に御
参加をお願いします。
健康カラオケ部は現在大変残念な事ですがコロナ対策の為活動中止となってい
ます。ワクチンの接種が進めば再開する事になります。声を出すこと力強い声を
出すことは肺活量を増やし全身に酸素を効率よく送ることになり健康のために大
変大事な事です。伴奏に合わせて歌うことが精神的にも情緒的にも大切なことで
す。上手かどうかは関係有りません。歌い込むことによって誰も歌唱力は上昇し
ます。世に音痴と言う言葉が有りますがこれは耳が訓練されて居ないので聞いた
音を正しく出せないだけなのです。訓練で治ります。

深 沢 國 男代 表

芝 田 好 子 深 沢 國 男令和2年度学級長 学級長

佐 藤 義 行推進委員長
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活動を通じて　 身近に感じる事　 ふれあいの大切さ

小 学 生

優秀賞

杉 本 ゆうか1 年

蔦 山 あ かり1 年 松 本 かりん1 年

久 保 田 とあ1 年
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優秀賞

岩 本 はるか1 年 八 木 りさこ1 年

飯 塚 れ んと1 年 成 岡 に こる1 年

加 藤 さ わ1 年 浜 田 ゆ い か1 年
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中 学 生

鈴 木 杏 梨2 年

石 川 千 聖2 年

山 下 愛 実2 年

金

銀

銀



56

新 原 小 晴1 年粕 谷 穂 乃 葉2 年

曽 根 天 花2 年

銅

今 泉　 洸1 年

銅

八 峠 結 衣2 年

銅

池 田 智 那2 年

優秀賞

内 田 倭 翔1 年

優秀賞

優秀賞優秀賞
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題名：楽しい思い出 マスつり大会

活動を通じて　 身近に感じる事　 ふれあいの大切さ

コミュニティのあした・未来・夢　六合小学校　

※絵画・作文 作者の学年は令和2年度時のものです。

　わたしは、三年前にさんかしたマスつり大会をよく
覚えていかす。それは、初めてマスつり大会にさんか
したからです。
　つり大会には、お父さん、弟、わたしの三人で行
きました。つり大会の数日前に、たくさんマスがつれ
るようにせんもんのお店に行ってエサを買いました。
わたしは、つりをあまりしたことがなかったのでつり大
会が、楽しみでした。
　つり大会が始まったときは、ちゃんとつれるか心配
でした。けれど、しんぼう強くまちました。だんだん
おわりが近づいてきます。
わたしたちは、けっきょくマスをつることはできません
でした。つりは楽しかったけど、マスがつれなくて少し
ざんねんでした。
　その後に、何もつれなかった人たちに、くじ引きで
当たると、マスを一ぴきもらえるといううれしいことが

おこりました。わたしと弟は、すぐにくじ引きの列にな
らびました。くじ引きの結果は、二人とも当たりだった
ので、二ひきもらえることになりました。とてもうれし
かったです。そして、くじ引きが終わったころ、まだマ
スがあまっていたのでもう一回くじひきができることに
なりました。わたしは、はずれてしまったけど、弟が
当たったので、二ひきと一ぴき、合わせて三びきを家
に持ち帰りました。
　家に帰ると、お母さんがマスをさばいて、調理して
くれました。できあがったマス料理は、とてもおいし
かったです。
　つり大会は、わたしにとってとても良い思い出にな
りました。マスはつれなかったけど、つりはすごく楽し
かったです。つぎは、たくさんつりたいです。地いき
の方たちが開いてくれたおかげで、とても楽しいマス
つり大会になりました。

河 村 伊 吹六合小3年
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本 部 役 員 変 還
西 暦 年 号 会 長 副 会 長 副 会 長 会 計（本） 会 計（夏） 書 記
1972年 S47年 河 村  泰 太 岸町 池 田  國 男 道悦 堤坂 三四子 東町
1973年 S48年 河 村  泰 太 岸町 池 田  國 男 道悦 堤坂 三四子 東町
1974年 S49年 河 村  泰 太 岸町 田 村  敏 雄 道悦 桜 井  熊 一 東町
1975年 S50年 河 村  泰 太 岸町 田 村  敏 雄 道悦 桜 井  熊 一 東町
1976年 S51年 山 本  真 一 道悦 藤岡 弥雄次 阿知 大 石  英 雄 東町
1977年 S52年 山 本  真 一 道悦 藤岡 弥雄次 阿知 大 石  英 雄 東町
1978年 S53年 小長谷 義郎 東町 鈴 木  正 一 阿知 園 田  薫 東光
1979年 S54年 鈴 木  正 一 阿知 園 田  薫 東光 堤 坂  鶴 次 東町
1980年 S55年 堤 坂  泰 次 東町 園 田  薫 東光 松 沢  忠 吉 岸町
1981年 S56年 堤 坂  泰 次 東町 園 田  薫 東光 松 沢  忠 吉 岸町
1982年 S57年 田 村  敏 雄 道悦 園 田  薫 東光 一 言  常 夫 道悦
1983年 S58年 田 村  敏 雄 道悦 桜 井  克 一 東光 一 言  常 夫 道悦
1984年 S59年 斎 藤  昇 一 道悦 森 下  繁 阿知 曽 根  次 郎 東町
1985年 S60年 斎 藤  昇 一 道悦 森 下  繁 阿知 曽 根  次 郎 東町 森  竹 次 郎 岸町 桜 井  克 一 東光 大 畑  千 春 岸町
1986年 S61年 森 下  繁 阿知 桜 井  克 一 東光 安原 精二郎 東町
1987年 S62年 森 下  繁 阿知 桜 井  克 一 東光 安原 精二郎 東町
1988年 S63年 櫻 井  曜 東町 曽根 憲太郎 岸町 桜 井  清 司 東町
1989年 H01年 櫻 井  曜 東町 曽根 憲太郎 岸町 桜 井  清 司 東町
1990年 H02年 曽根 憲太郎 岸町 塚 本  正 道悦 久保田喜平次 道悦 鈴木 美佐子 阿知
1991年 H03年 曽根 憲太郎 岸町 塚 本  正 道悦 久保田喜平次 道悦 桜 井  志 朗 東町 長 島  六 郎 阿知 八木 みどり 道悦
1992年 H04年 塚 本  正 道悦 杉 本  操 阿知 増 田  昇 東町 大 畑  雅 春 岸町 大 石  一 貫 東町 桜 井  朱 美 東町
1993年 H05年 塚 本  正 道悦 杉 本  操 阿知 増 田  昇 東町 大 畑  雅 春 岸町 大 石  一 貫 東町 白 鳥  純 子 岸町
1994年 H06年 杉 本  操 阿知 斉 藤  邦 雄 東町 森  光 司 道悦 前川 富士男 道悦 飯 塚  光 男 岸町 野口 しず子 阿知
1995年 H07年 杉 本  操 阿知 斉 藤  邦 雄 東町 森  光 司 道悦 前川 富士男 道悦 飯 塚  光 男 岸町 荒 浪  美 江 道悦
1996年 H08年 安原 精二郎 東町 五 條  正 行 岸町 松 浦  広 次 東町 山 下  基 雄 道悦 園 田  達 郎 阿知 栗 原  桂 子 東町
1997年 H09年 安原 精二郎 東町 五 條  正 行 岸町 松 浦  広 次 東町 山 下  基 雄 道悦 園 田  達 郎 阿知 佐藤 いさ子 岸町
1998年 H10年 池 田  國 男 道悦 大 畑  道 雄 岸町 八 木  昭 夫 道悦 中 山  都 義 阿知 伊 藤  理 市 東町 杉 本  君 子 阿知
1999年 H11年 池 田  國 男 道悦 大 畑  道 雄 岸町 八 木  昭 夫 道悦 中 山  都 義 阿知 伊 藤  理 市 東町 外村 ふじ江 道悦
2000年 H12年 大 畑  道 雄 岸町 斉藤 謙之助 東町 内 山  一 郎 阿知 鈴 木  春 雄 岸町 増 田  次 郎 道悦 市 川  昇 子 岸町
2001年 H13年 大 畑  道 雄 岸町 斉藤 謙之助 東町 内 山  一 郎 阿知 鈴 木  春 雄 岸町 増 田  次 郎 道悦 石 神  昭 岸町
2002年 H14年 内 山  一 郎 阿知 河 村  徹 東町 大河原 東一 道悦 飯 塚  稔 岸町 太 田  信 夫 道悦 大 石  武 義 阿知
2003年 H15年 内 山  一 郎 阿知 河 村  徹 東町 大河原 東一 道悦 飯 塚  稔 岸町 太 田  信 夫 道悦 大 石  武 義 阿知
2004年 H16年 河 村  徹 東町 桜 井  章 司 東町 飯 塚  亘 岸町 松 澤  活 人 阿知 永 田  宗 雄 道悦 木 村  弥 一 道悦
2005年 H17年 河 村  徹 東町 飯 塚  亘 岸町 中 村  光 夫 東町 松 澤  活 人 阿知 永 田  宗 雄 道悦 木 村  弥 一 道悦
2006年 H18年 飯 塚  亘 岸町 永 田  宗 雄 道悦 中 村  光 夫 東町 太 田  信 夫 道悦 坂 田  健 司 阿知 河 村  徹 男 岸町
2007年 H19年 永 田  宗 雄 道悦 櫻 井  穩 阿知 河 村  徹 男 岸町 八 木  邦 良 道悦 坂 田  健 司 阿知 森 川  彰 久 東町
2008年 H20年 櫻 井  穩 阿知 曽 根  龍 夫 東町 森 川  彰 久 東町 八 木  邦 良 道悦 松 野  昭 岸町 山 本  勝 美 阿知
2009年 H21年 曽 根  龍 夫 東町 鈴 木  照 男 岸町 大 石  稔 東町 山 本  勝 美 阿知 松 野  昭 岸町 飯 塚  政 之 道悦
2010年 H22年 鈴 木  照 男 岸町 前川 富士男 道悦 大 石  稔 東町 服 部  三 郎 岸町 飯 塚  政 之 道悦 鈴 木  政 隆 阿知
西 暦 年 号 会 長 副 会 長 副 会 長 副 会 長 会 計 書 記
2011年 H23年 前川 富士男 道悦 鈴 木  政 隆 阿知 服 部  三 郎 岸町 鈴 木  康 夫 東町 吉 田  正 夫 道悦 川 井  和 実 阿知
2012年 H24年 鈴 木  政 隆 阿知 大久保 陽一 東町 鈴 木  康 夫 東町 吉 田  正 夫 道悦 曽 根  鋭 治 阿知 九 島  文 夫 岸町
2013年 H25年 鈴 木  政 隆 阿知 大久保 陽一 東町 九 島  文 夫 岸町 曽 根  鋭 治 阿知 松 浦  光 一 道悦 櫻 井  保 夫 東町
2014年 H26年 大久保 陽一 東町 河 村  初 男 岸町 櫻 井  保 夫 東町 松 浦  光 一 道悦 成 岡  暁 夫 阿知 櫻 井  導 夫 岸町
2015年 H27年 大久保 陽一 東町 河 村  初 男 岸町 櫻 井  導 夫 岸町 大 井  直 良 東町 大 内  正 昭 阿知 太 齋  太 道悦
2016年 H28年 河 村  初 男 岸町 齋 藤  実 道悦 大 井  直 良 東町 太 齋  太 道悦 芝 田  睦 阿知 河 村  長 治 岸町
2017年 H29年 河 村  初 男 岸町 齋 藤  実 道悦 芝 田  睦 阿知 河 村  長 治 岸町 杉本 実由季 東町 土 屋  好 弘 道悦
2018年 H30年 齋 藤  実 道悦 武 中  英 雄 阿知 杉本 実由季 東町 土 屋  好 弘 道悦 成 岡  安 広 阿知 提 坂  季 弘 岸町
2019年 R01年 齋 藤  実 道悦 河 村  初 男 岸町 成 岡  安 広 阿知 提 坂  季 弘 岸町 堀 木  稔 東町 外 村  信 之 道悦
2020年 R02年 河 村  初 男 岸町 増 田  正 弘 東町 堀 木  稔 東町 外 村  信 之 道悦 山 下  豊 規 岸町 増 田  心 平 阿知
2021年 R03年 河 村  初 男 岸町 増 田  正 弘 東町 増 田  心 平 阿知 山 下  豊 規 岸町 増 田  幸 雄 東町 大 池  益 美 道悦
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五十周年記念事業委員会名簿
・五十周年記念事業準備委員会名簿（平成25年度）

委員長：内 山  一 郎 副委員長：曽 根  龍 夫
森 下  繁 安 原 精 二 郎 池 田 國 男 大 畑 道 雄 河 村  徹 飯 塚  亘
永 田 宗 雄 櫻 井  穩 鈴 木 照 男 前 川 富 士 男 塚 本 源 之 助 鳥 居 秀 男
村 田 光 男 鈴 木 政 隆 大 久 保 陽 一 九 島 文 夫 曽 根 鋭 冶 松 浦 光 一
櫻 井 保 夫 河 村 初 男 成 岡  均

　（平成26年度）
委員長：内 山  一 郎 副委員長：曽 根  龍 夫
池 田 國 男 大 畑 道 雄 飯 塚  亘 永 田 宗 雄 前 川 富 士 男 塚 本 源 之 助
村 田 光 男 鈴 木 政 隆 大 久 保 陽 一 河 村 初 男 櫻 井 保 夫 松 浦 光 一
櫻 井 導 夫

　（平成27年度）
委員長：内 山  一 郎 副委員長：曽 根  龍 夫
池 田 國 男 大 畑 道 雄 飯 塚  亘 永 田 宗 雄 前 川 富 士 男 塚 本 源 之 助
村 田 光 男 鈴 木 政 隆 大 久 保 陽 一 河 村 初 男 櫻 井 導 夫 大 井 直 良
太 齋  太 大 内 正 昭

　（平成28年度）
委員長：内 山  一 郎 副委員長：曽 根  龍 夫
池 田 國 男 大 畑 道 雄 飯 塚  亘 永 田 宗 雄 前 川 富 士 男 塚 本 源 之 助
村 田 光 男 鈴 木 政 隆 大 久 保 陽 一 河 村 初 男 齋 藤  実 太 齋  太
大 井 直 良 芝 田  睦 河 村 長 治

　（平成29年度）
委員長：内 山  一 郎 副委員長：曽 根  龍 夫
池 田 國 男 大 畑 道 雄 河 村  徹 飯 塚  亘 永 田 宗 雄 櫻 井  穩
前 川 富 士 男 塚 本 源 之 助 村 田 光 男 鈴 木 政 隆 大 久 保 陽 一 河 村 初 男
齋 藤  実 河 村 長 治 芝 田  睦 土 屋 好 弘 杉 本 実 由 季

　（平成30年度）
委員長：内 山  一 郎 副委員長：曽 根  龍 夫
池 田 國 男 大 畑 道 雄 河 村  徹 飯 塚  亘 永 田 宗 雄 櫻 井  穩
鈴 木 政 隆 大 久 保 陽 一 河 村 初 男 塚 本 源 之 助 村 田 光 男 齋 藤  実
武 中 英 雄 土 屋 好 弘 杉 本 実 由 季 成 岡 安 広 提 坂 季 弘

・五十周年記念事業実行委員会名簿（平成31年度～令和2年度）（2019～ 2020年度）
委員長：鈴 木  政 隆 副委員長：大 久 保  陽 一 河 村  初 男
内 山 一 郎 村 田 光 男 塚 本 源 之 助 櫻 井  勉 成 岡 安 広 提 坂 季 弘
小 林 里 枝 増 田 正 弘 松 野  昭 園 田 克 己 桜 井 淳 子 坂 本 里 津 子
外 村 ふ じ 江 堀 木  稔 外 村 信 之

・式典部会名簿 
部長：大 久 保  陽 一
櫻 井 保 夫 松 浦 光 一 立 石 昌 通 大 塚 健 司 宮 村 清 子 中 村 美 穂 子
藤 田  久 森  勝 重 芝 田 好 子

・記念誌部会名簿
部長：河 村  初 男
大 石  稔 曽 根 永 治 河 村 長 治 大 内 正 昭 八 木 眞 理 子 九 島 文 夫
吉 田 正 夫 杉 本 実 由 季
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　昭和４７年に六合コミュニティ委員会を設立し、このたびめでたく５０周年を
迎えることができました。
　本当に時が経つのは早いものです。その間に世の中もめまぐるしく変わり、
いろいろな出来事がありました。
　六合地区におかれましては 私たちのコミュニティ活動の拠点であるコミュニ
ティセンタ－が昭和４９年度に建設され、その後３５年の時を経て場所を移し、
ロクティ（六合公民館）が建設され現在に至っております。この間の昭和６１
年には、この六合地区に念願の六合駅が開業し地域の活性化に大きく寄与
しています。５０周年の記念誌には、これまでの１０周年、２０周年に発行して
きた２冊の記念誌を集約し、過去３０年の歴史や活動を中心に掲載いたしまし
た。
　地域の皆さんが利用し活動するロクティと、六合地区を盛り上げようとする
コミュニティが一体となり地域や団体の皆さんの声も掲載しております。
　また、コミュニティに関連する方々には、コミュニティの活動紹介やの原稿
作成や、各ペ－ジの写真や絵画の提供など、記念誌作成にご協力をいただき
ました。
　この記念誌が、今後のコミュニティ活動の発展のために広く活用されること
を期待しています。
　末筆ながら、記念誌の作成にご協力をいただいた方々にこの場をお借りし
て感謝申し上げます。

六合コミュニティ委員会五十周年記念事業実行委員会
発行日 ： 令和３年９月３０日 
発行者 ： 五十周年記念事業実行委員会 委員長　鈴木政隆 
   （事務局 六合コミュニティ委員会 会長　河村初男） 
編集 ： 五十周年記念事業実行委員会 記念誌部会
印刷・製本 ： 株式会社 エーピ－アイ 

あ と が き

五十周年記念事業実行委員会  記念誌部会 
部長：河村 初男

大石 稔 曽根 永治 河村 長治 大内 正昭
八木 眞理子 九島 文夫 吉田 正夫 杉本 実由季






